










研究目的 

Adenine phosphoribosyl transferase(APRT)は Adenine に作用して,AMPを生成する酵素で

ある。本酵素欠損症は常染色体性劣性遺伝型式をとるが、患者では adenine が血中に異常

高値となり、過剰の adenine が xanthine oxidase の作用を受けて、8-hydroxyadenine と

2.8-dihydroxy-adenine(DHOA)を生じる。後者は不溶性物質であり腎毒性を示す。本症の症

状は無症状のものから尿路結石、あるいは腎不全を来すものまでと多彩であるが、ヘテロ

保因者においても尿路結石を示し、腎不全に進行することが知られている。本症の治療に

は、早期に発見し、低 adenine 食療法により血中 adenine の濃度をさげ、allopurinol の

投与により DHOA の生成を抑えることで著効が得られる。従って早期発見が非常に重要な疾

患である。我々はすでに血液ろ紙を用いて APRT酵素を測定した。その測定原理は反応前后

の adenine の差で酵素活性を表わしたものである。その測定過程に遠沈と比色の操作が行

なわれているのでマススクリーニングとしては繁雑である。そこで今回我々はさらに簡便

化すべく種々の方法を検討した結果、以下の方法を考案した。 

測定に用いた原理は以下の式のようである。 

Adenine＋PRPP－Mg→AMP＋PP1 

1)反応液中の Pi を MT solution により沈澱して、除く。 

2)産生した PP1 を CaCl2＋KF により沈澱し、除去する。 

3)PRPP の量を調節し、正常検体が反応しきれる量にする。 

4)残留の PRPP を Molybdate と Eikonogen solution により定量する。 


